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八王子市立元八王子中学校 平成２２年度 数学科 年間指導計画 ・評価計画 ３学年

時 評価規準・達成目標（生徒の学習目標）
月 単元・章・節 間 指導内容 数学への関心 数学的な見方や 数学的な表現 数量、図形などに

・意欲・態度 考え方 ・処理 ついての知識・理
解

４ １章 多項式 ６ ○単項式と多項式の ○単項式と多項式の ○ 単 項 式 と 多 項 式 の 乗 法 ○単項式と多項式の

１ 節 多 項 式 の 乗法の計 算を使っ 乗法の 計算の仕方 や，多項 式を単項式でわ 乗法，多項式を単項

計算 て，多項式と多項 を，分配法則 の適 る除法の計算ができる。 式でわる除法の計

１ 多 項 式 と 単 項 ・単項式と多項式の乗法／多項式 式の乗法はどのよう 用範囲を拡げて考察 ○多項式の展開ができる。 算方法を知る。

式との乗法，除法 を単項式でわる除法 にする のかを考え する。 ○項の数，文字因数，次数 ○式を展開すること

２ 多項式の乗法 ・ 多項 式と 多項式 の乗 法／ ようとする。 ○ a＋ bを Mで 置 き か などに目をつけて，式を整 の意味を知る。

３ （ x＋ a）（ x＋ b） 式の展開のしかた ○ 公 式 の よ さ を 知 えること により， 理することができる。 ○多項式の展開は，

の展開 ・ 展開 の公 式１と それ を使 り，公式を 使って 多項式と多項式 の ○展開の公式 計算方法をもとにし

４ （x＋a）
２

， った式の展開 意欲的に展開しよう 乗法の計算のしかた （x＋a）（x＋b）＝x
２

＋（a＋b）x＋a て 行われることを

（x－a）
２

， ・ 展 開 の公 式１と それ を使 とする。 を 考察する。 bをもとに（x＋ a）
２

，（ x－ 知る。

（ x＋ a）（ x－ a）の 展 った式の展開 ○ （ a＋ b）（ c＋ d） a）
２

，（x＋a）（x－a） ○ 展 開 の 公 式 を 知

開 ・展開の公式２，３，４とそれ から他の 展開の公 の展開の公式をつくること る。

５ い ろ い ろ な を使った式の展開 式を考察する。 ができる。 ○置きかえにより，

式の展開 ・ 展開 の公 式を使 った いろ ○展開の公式を使って，式 いろいろな形の式を

いろな式の展開 の 展 開 を 行 う こ と が で き 公式にあてはめて

る。 展開することができ

○式の置きかえによって， ることを知る。

展開の公式を使うことがで

きる。

○いろいろな形の式の計算

ができる。

５ ２節 因数分解 ６ ○ 素 数 を 見 つ け た ○自然数を，素数と ○自然数の中から，素数を ○ 素 数 に つ い て 知

１ 素因数分解 ・素数，因数，素因数の意味／ り，自然数 を素数 素数で ない数に分 取り出すことができる。 る。

素因数分解すること だけの積の形に表す 類して考察す る。 ○自然数を素因数分解する ○因数，素因数，素

２ 因数分解 ・因数分解の意味／分配法則 こ と に 関 心 を も ○因数分解すること ことができる。 因数分解の意味につ

を使った因数分解 つ。 を展開 することの ○分配法則を使って，因数 いて知る。

３ 公式による ・因数分解の公式 1´とそれを使 ○公式を使って，意 逆の操作とみ る。 分解することができる。 ○多項式の因数の意

因数分解(1) った式の因数分解 欲的に因 数分解し ○公式を使うのに， ○ 因 数 分 解 の 公 式 を 使 っ 味や，多項式を因数

・因数分解の公式2´，3´， ようとする。 文字の 置きかえを て，因数分解することがで 分解することの意

４ 公式による 4´とそれを使 った式の因 使って考察す る。 きる。 味を知る。

因数分解（2） 数分解 ○式の形に着目して，因数 ○因数分解は展開の
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５ い ろ い ろ な ・因数分解の公式を使ったいろ 分解の公式を適用すること 逆の操作であること

式の因数分解 いろな式の因数分解 ができる。 を知る。

○いろいろな式の因数分解 ○因数分解の公式を

ができる。 知る。

３節 式の利用 ２ ○数の性質や，図形 ○帰納的に推測した ○目的に応じて展開 ○数の性質や，図形

１ 数 の 性 質 と ・ 式を 利用 して数 の性 質を の性質を証明すると 数の性 質や図形の や因数分解を 使っ の計量的な性質が一

式の利用 調べること きに文字を使う こ 性質が成り立 つこ て，式を変形するこ 般に成り立つこと

とのよさを感得しよ とを，文字を使って とがで きる。 を証明するのに，式

２ 図 形 の 性 質 ・ 式を 利用 して図 形の 面積 うとする。 演繹的に考察して ○変形した式からど を使うと有効であ

と式の利用 を求めること ○問題解決に，積極 証明す る。 のようなこと がい ることを理解する。

的に式を活用しよう えるかを読み取るこ

とする。 とができる。

６ ２章 平方根 ３ ○平方根という数の ○ x
２

＝ ２ と な る 数 の 存 在 ○ あ る 数 の 平 方 根 ○平方根の意味を知

１節 平方根 存在に興味をもつ。 を， 面積が２の正方形を を，根号を使って表 る。

・ ２乗 する と２に なる 数を ○負の数の導入によ 使って，直感的にとらえる。 すことができる。 ○ 正 の 数 の 平 方 根

１ ２ 乗 す る と ２ 調べること る数集合 の拡張と ○平方根を求めることを， ○根号の中がある数 は，根号を使わずに

になる数 ・ 平方 根の 意味／ √を 使っ 同様に，平方根と ２乗することの逆の操作 の２乗になっ てい 表 せる場合と，そ

２ 平 方 根 と そ て表すこと いう数を考えて数の とみる。 るとき，それを根号 うでない場合がある

の表し方 ・ 平方 根の 値を電 卓を 使っ 集合を拡張していく ○平方の逆の操作ができる を使わずに表すこと こ とを知る。

３ 平 方 根 の 値 て 小数 で表 すこと ／ 平方 ことに興味をもつ。 ように，新しい数を考察 ができる。 ○平方根を小数で表

とその大小 根の大小 平方根という数の存 する。 ○ 平 方 根 の 近 似 値 す方法を知る。

在に興味をもつ。 ○平方根の大小関係を判断 を，電卓を使って求 ○平方根の大小関係

するのに，いろいろな方法 めることができる。 を理解する。

を工夫して考察する。 ○平方根の大小を判

断 す る こ と が で き

る。

２ 節 平 方 根 を ６ ○ 数 を 拡 張 し た と ○平方根の乗法や除 ○平方根の乗法や除 ○平方根の乗法や除

含む式の計算 き，それまでに学習 法の公 式が成り立 法の計算ができる。 法の公式を知る。

１ 平方根の乗法 ・平方根の乗法／平方根をa√b してきた四則がどう つことを考察する。 ○ √ a
２

bを a√ bと 表 ○平方根の乗法や除

の形で表すこと な る か に 関 心 を も ○平方根の加法や減 すことができる。 法を使って，平方根

２ 平 方 根 の 除 法 ・平方根の除法／根号をふくむ つ。 法の計 算方法を， ○平方根の近似値を の近似値を手際よ

といろいろな計算 いろいろな式の計算 ○平方根の計算を工 文字式の計算 から 工夫して求めること く 求 め る 方 法 を 知

３ 平 方 根 の 値 を ・ 平方 根の 乗法， 除法 を使 夫 し て 行 お う と す 類推して考察する。 ができる。 る。

求めるくふう っ て， 平方 根のお よそ の値 る。 ○平方根の加法や減 ○√ 2＋√ 5などは１

４ 平方根の加法， を求めること 法の計算ができる。 つの数であることを

減法 ・平方根の加法と減法 ○根号をふくむいろ 知る。

５ 平 方 根 の い ・ 展開 の公 式を使 った ，平 いろな式の計算がで ○平方根の加法や減
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ろいろな計算 方 根を ふく むいろ いろ な計 きる。 法の計算方法を知る

算

◆ 有 理 数 と 無 ２
理数
１ 有理数 ・分数を小数で表すこと ○循環小数に興味を持つ ○分数を小数で表し ○分数を循環小数で ○有限小数、無限小数、循

／小数を分数で表すこと ○進んで分数を循環小数で たとき、循環小数に 表すことができる。 環小数および有理数の意味

・√2は小数でないこと 表したり、循環小数を分数 なることを考える。 ○循環小数を分数で を知る

で表したりしようとする。 ○循環小数を分数で 表すことができる。

表すことができる

７ ２ 数 の 世 界 の ひ ○有理数と同様に、無理数 ○ √ 2が 分 数 で 表 せ ○無理数を数直線上 ○√ 2が 分 数 で 表 せ な い こ
ろがり を数直線上の点と対応させ ない証明を考察する の点と対応させるこ とを知る。

ることができることに興味 とができる。 ○無理数の意味を知る。

をもつ。 ○有理数も無理数も、数直

線上の点と対応させること

ができることを知る。

３ 章 ２ 次 方 程 ８ ○２次の項をふくむ ○２次方程式の解を求める ○数値を代入して， ○２次方程式，２次方程式

式 ・ ２次 方程 式とそ の解 の意 方程式があることに のに，特殊な２次方程式に ２次方程式の 解を の解，２次方 程式を解く

１ 節 ２ 次 方 程 味 興味を持つ。 着目して，系統的に調べる。 求 め る こ と が で き ことの意味を知る。

式 ・因数分解の公式を使った２ ○２次方程式の解は ○２次方程式を解くのに， る。 ○因数分解を利用して解け

１ ２ 次 方 程 式 次方程式の解き方 ２つある ことに関 １次方程式に帰着させて考 ○因数分解を利用し る２次方程式 があること

とその解 ・ ax
２

＋ bx＋ c＝０で， b＝０ 心をもつ。 察する。 て，２次方程 式を を知る。

９ ２ 因 数 分 解 に や c＝０の場合や いろいろ ○２次方程式を進ん ○２次方程式を解くのに， 解くことができる。 ○２次方程式の解は２つあ

よる解き方(1) な２次方程式の解き方 で解こうとする。 平方根の考え方を利用して ○平方根の考え方を ることを知る。

３ 因 数 分 解 に ・ 平方 根の 考えを 使っ た２ 考察する。 利用して，２ 次方 ○解が１つだけの２次方程

よる解き方(2) 次 方 程 式の 解き方 ／ 平方 程式を解くことがで 式があること を知る。

４ 平 方 根 の 考 え 完 成に よる ２次方 程式 の解 きる。 ○平方根を利用した２次方

を使った 解き方 き方 程式の解き方を知る。

・ 二 次 方 程 式 の 解 ・二次方程式の解の公式 ○平方根の考えを使 ○平方根の考えを使って２ ○２次方程式の解の公式の

の公式 って、２次方程式の 次方程式の解の公式を導く 意味を知る。

解の公式を導く過程 ことを考える。 ○ ２ 字 方 程 式 の 解 の 公 式

を知る が、平方根の考えを使って

導かれることを知る。

・ 二 次 方 程 式 の 解 ・ 解の 公式を 使った ２次 方 ○ 解 の 公 式 を 使 っ ○ 解 の 公 式 を 使 っ

の公式の使い方 程式の解き方 て、２次方程式を解 て、２次方程式を解

くことができる。 くことができる。

２ 節 ２ 次 方 程 ３ ○２次方程式を使う ○方程式をつくるため，数 ○問題解決のため，数量を ○具体的な場面にお

10 式の利用 よさを知 り，問題 量 を 関 連 づ け て 考 察 す 関連づ けて方程式をつく いて，２次方程式を
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１ 数 の 問 題 と ・ ２次 方程 式を使 った 数に 解決場面で２次方 る。 ることができ る。 使って問題を解決

２次方程式 関する問題 程式を進んで活用し ○２次方程式の解を問題の ○つくった２次方程式を解 する考え方や，手順

ようとする。 答えとしてよいかどうかを くことができる。 を理解する。

２ 図 形 の 問 題 ・ ２次 方程 式を使 った 図形 考察する。 ○解の吟味をすることがで

と２次方程式 に関する問題 きる。

・ 日 常 の 場 面 と ２ ・ ２次 方程式 の解の 公式 を ○２次方程式を使う ○方程式をつくるために、 ○問題解決のため、数量を ○具体的な場面にお

次方程式 使った日常場面の問題 よさを知り、問題解 数量を関連づけて考える。 関連づけて方程式をつくる いて、２次方程式を

決場面で２次方程式 ○２次方程式の解を問題の ことができる。 使って問題を解決す

を進んで利用しよう 答えとしてよいかどうかを ○つくった２次方程式を解 る考え方や、手順を

とする。 考える。 の公式を使って解くことが 理解する。

できる。

○解の吟味をすることがで

きる。

４章 関数 ９ ・とも なっ て変わ る２ つの ○比例でも１次関数 ○事象の中に，２つ ○y＝ax
２

で表される関数関 ○ xの値を１つ決めると，

１節 関数y＝ax
２

数 量 の 関係 ／対応 に 着目 でもない関数がある の数量 が関数 y＝ a 係を， 表や式で表すこと それに対応して yの値がた

１ 関数 して関数を調べること ことに関心をもつ。 x
２

で表されるものが ができる。 だ１つ決まることが関数の

２ 関数y＝ax
2

・関数y＝ax
２

の意味 ○ 事 象 の 中 か ら ， x あることに気付く。 ○xとyの関係がy＝ ax
２

であ 特 徴であることを理解す

３ 関数y＝ax
2

・ 関 数 y＝ a x
２

を 表 す式を求 と yの関係 が y＝ ax ○表やグラフ，式で ること がわかっていると る。

の式 めること
２

で 表 さ れ る も の を 表 す こ と に よ っ き，その関数 の式を求め ○事象の中には比例でも１

４ 関数y＝x
2

・関数y＝x
２

のグラフの特徴 見出し，進んでその て，関数関係を と ることができる。 次関数でもない関数がある

のグラフ ・関数y＝ax
２

で，a＞０のときのaの値と 特徴を調べようとす らえる。 ○ y＝ x
２

の グラフをかくこ ことを知る。

５ 関数y＝ax
2

グラフの関係 る。 ○変域に注意して， とがで きる。 ○ 関 数 y＝ a x
２

の 意 味 を 知

のグラフ（1） ・関数 y＝ ax
２

で， a＜０のと ○関数 y＝ ax
２

の 変化 関数関 係をとらえ ○ y＝ a x
２

の グ ラ フ に つ い る。

６ 関数y＝ax
2

きの aの値とグラフの関係／ や対応の特徴を調べ る。 て， aの 値をいろいろと ○xと yの関係がy＝ ax
２

であ

のグラフ（2） 関数y＝ax
２

のグラフの性質 るのに，進んで表や ○関数 y＝ ax
２

の 特徴 変えてグラフを かき，そ ることがわか っていると

７ 関数y＝ ax
2
のグ ・関数y＝ax

２

の値の変化のようす／ グラフ，式で表そう を変化の割合でとら の特徴を調べることができ き，その関数の式を求める

ラフと値の変化 関数y＝ax
２

と１次関数 とする。 える。 る。 方法を知る。

８ 関数y＝ax
2

・関数 y＝ ax
２

の値の変化の割合 ○関数 y＝ ax
２

の 変化 ○関数y＝ ax
２

の変化や対応 ○ y＝ x
２

のグラフの特徴を

の変化の割合 が一定でないこと や対応の特徴を，１ の特徴 をとらえることが 知る。

９ 変 化 の 割 合 ・具体的な場面で変化の割合の 次関数と比較して調 できる。 ○ y＝ ax
２

の aの値とグラフ

の意味 意味を調べること べようとする。 ○変化の割合を求めること の関係を知る。

ができ る。 ○関数y＝ ax
２

の値の変化や

○１次関数やy＝ ax
２

などに 対応の特徴を 理解する。

ついて，xと yの対応のしか ○関数y＝ ax
２

では，その値

たの特徴をまとめることが の変化の割合は一定でない

できる。 ことを理解する。

○具体的な場面での関数 y

＝ ax
２

の 値の変化の割合の

意味を理解する。
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２節 関数y＝ax
２

３ ・ 身の まわ りにあ る問 題を ○事象の中からいろいろな ○事象の中からいろいろな ○表やグラフ，式から，変 ○事象の中にいろいろな関
の利用 関数を 見い だして 解 決す 関数関係を進んで見つけよ 関数関係を進んで見つけ 化や対 応のようすを読み 数があることを知る。

１ 身 近 に 現 れ ること うとする。 ようとする。 取ることがで きる。

11 る関数 ・ 図形 を移 動させ ると きに ○ 具 体 的 な 問 題 解 決 場 面 ○表やグラフ，式で表すこ ○xの変域をもとに，yの変

２ 図形のなか 現 れる 関数 を見い だ して で，関数関係を考察する方 とによって，関数関係をと 域を考え，不等号を使って，

に 現 れ る 関 解決すること 法を進んで活用しようとす らえる。 表すことができる。

数 る。

・いろいろな関数 ・いろいろな事象に現れ ○これまで学んできた関数 ○ い ろ い ろ な 関 数 の 関 係 ○いろいろな関数の表をつ ○比例、反比例、１次関数、

る関数 とは異なるいろいろな関数 を、これまで学んできた関 くったり、グラフをかいた 関数 y＝ ax
２

以外にも、い

に興味を持つ。 数と比べて考察する。 りすることができる。 ろいろな関数があることを

知る。

◆ 円周角の定理 ６
１ 円周角 ・ 円周 角の意 味／１ つの 弧 ○円周角の定理を、実験・ ○円周角の定理を見いだす ○円周角の定理を使って、 ○弧に対する円周角

に対する円周角の大きさ 実測による方法で見出そう のに、帰納的に考える。 中心角や円周角の大きさを の意味を知る。

とする。 求めることができる。

２ 円周角の定理 ・円周角の定理とその証明 ○円周角の定理を演繹的に ○円周角の定理を証明する ○円周角の定理とそ

証明しようと知る。 のに、場合を分けて考察す の証明の仕方を理解

る。 する。

３ 弧と円周角 ・弧と円周角の関係 ○弧と円周角の関係に興味 ○弧と円周角の関係につい ○弧と円周角の関係を使っ ○弧と円周角の関係

をもつ。 て、弧と中心角の関係をも て、弧の長さや円周角の大 とその証明の仕方を

とに考える。 き さ を 求 め る こ と が で き 理解する。

る。

４ 円 周 角 の 定 理 ・円周角の定理の逆 ○円周角の定理の逆に興味 ○円周角の定理の逆を考察 ○円周角の定理の逆を使っ ○円周角の定理の逆

12 の逆 を持つ。 して証明する。 て、４つの点が同じ円周上 とその証明の仕方を

○円周角の定理の逆を使っ にあるかどうかを判断する 理解する。

て、図形の性質を考える。 ことができる。

５ 円 の 性 質 の 利 ・ 円外 の１点 を通る 接線 の ○いろいろな問題解決場面 ○ 円 の 接 線 を 作 図 す る の ○円が外部の１点から円へ ○円周角の定理を使

用 作 図／ 身のま わりで の円 の で、円周角の定理を進んで に、円周角の定理を使って の接線を作図することがで うと、接線を作図し

性質の利用 利用しようとする。 考える。 きる。 たり、円の中心を求

○円の中心を求めるのに、 ○円周角の定理を使って、 めたりすることがで

円周角の定理を使って考え 円の中心を求めることがで きることを知る。

る。 きる。

５章 相似と比 ９ ○相似な図形に関心 ○相似な図形を調べ ○２つの図形が相似である ○図形を拡大，縮小するこ

１ 節 相 似 な 図 ・相似 の定 義／相 似な 図形 をもち，相似な図形 るのに，合同な図形 ことを，記号∽を使って表 との意味を知る。

形 の性質 を 見 出 そ う と す との対比によって考 すことが できる。 ○２つの図形が相似である

１ 拡大，縮小 ・ 相似 比の 意味／ 相似 比を る。 察する。 ○相似な図形の相似比，対 ことの意味を知る。
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２ 相 似 な 図 形 利 用し て辺 の長さ を 求め ○相似な図形を調べ ○三角形の相似条件 応する 辺の長さや角の大 ○相似な図形の性質を理解

とその性質 ること るのに，合同な図形 を，三 角形の合同 きさを求める ことができ する。

３ 相 似 な 図 形 ・ 多角 形が 相似で ある ため と対比させて調 べ 条件との対比によっ る。 ○合同な図形は相似な図形

と相似比 の条件 ようとする。 て考察する。 ○三角形の相似条件を使っ の特別な場合であり，その

４ 多角形の相似 ・ 三角 形の 相似条 件と その ○三角形の相似条件 て，相 似な三角形を見出 相似比は１：１であること

意味 を利用 して，２つ すことができ る。 を理解する。

５ 三 角 形 の 相 似 ・ 相似 な三 角形を 見つ ける の三角形が相 似で ○三角形の相似条件を使っ ○多角形が相似であるため

条件 こと あることを演繹的に て，図 形の性質を証明す の条件を理解する。

６ 三 角 形 の 相 ・ 三角 形の 相似条 件を 使っ 考察する。 ることができ る。 ○三角形の相似条件の意味

似条件の利用 て 相似 であ ること を 証明 ○三角形の相似条件 ○相似の位置にある図形を とその使い方を理解する。

すること などを 用いて，図 かくこ とができる。 ○２つの図形が相似の位置

７ 三 角 形 の 相 似 ・相似な図形のかき方／相似の 形 の 性 質 を 考 察 す ○相似の考えを使って，２ にあることの意味を知る。

条件を使った証明 位置／相似の中心 る。 地点間 の距離や高さを求 ○２地点間の距離や高さの

１ ８ 相似の位置 ・ 相似 な図 形の性 質を 使っ めることがで きる。 求め方を知る。

９ 測量への利用 て ，距 離や 高さを 求 める

こと／縮図，拡大図の意味

２節 図形と比 ５ ・三角形の辺と比の関係 ○図形の性質を証明するの ○三角形と比の定理を見出 ○三角形と比の定理を証明 ○三角形と比の定理

１ 三角形と比 ・三角形と比の定理の逆とその に，補助線をひいて考えよ し，証明する。 することができる。 と そ の 逆 を 理 解 す

２ 三 角 形 と 比 証明／中点連結定理 うとする。 ○中点連結定理を，三角形 ○平行線と線分の比の性質 る。

の定理の逆 ・ 角の 二等 分線に つい ての ○図形の性質を証明するの と比の定理の逆の特別な を証明することができる。 ○平行線と線分の比

３ 三 角 形 の 角 定理とその証明 に，得られた定理を進んで 場合としてとらえる。 ○三角形と比，平行線と線 の定理を理解する。

の 二 等 分 線 ・ 平行 線と 線分の 比に つい 使お うとする。 ○三角形と比の定理を発展 分の比の定理を使って，線

と比 ての性質 ○証明の際に現れる多様な 的にとらえる。 分の長さを求めることがで

考えに関心をもち，それら ○平行線と線分の比の定理 きる。

を 積極的に評価しようとす を，三角形と比の定理の拡 ○三角形と比の定理などを

る。 張とみる。 使って，図形のいろいろな

○図形のいろいろな性質を 性質を証明することができ

演 繹 的 に 考 察 し て 証 明 す る。

る。

２
◆ 相 似 な 図 形 の ４
面積と体積

１ 相 似 な 図 形 の ・相似な図形の面積比 ○相似な図形の相似 ○相似な三角形や五角形な ○相似な三角形や五 ○相似な図形の面積の比が

面積 比と面積の比の間に どの面積の比を、文字を使 角形などの面積の比 相似比の２乗であることを

成り立つ関係を調べ って演繹的に説明する。 を、式を使って説明 理解する。

ようとする。 ○多角形を考察するのに、 できる。

最小単位である三角形に分

割して考える。

２ 相 似 な 立 体 の ・ 相似 な立体 の表面 積の 比 ○相似な立体の相似 ○相似な平面図形に成り立 ○相似な直方体の表 ○立体が相似であることの
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表面積と体積 ／相似な立体の体積の比 比と表面積の比、体 つ性質を拡張し、相似な立 面積の比や体積の比 意味を知る。

積の比の間に成り立 体の性質を考える。 を、式を使って説明 ○相似な立体の表面積の比

つ関係を調べようと ○相似な直方体の表面積の できる。 が相似比の２乗、体積の比

する。 比や体積の比を、文字を使 が相似比の３乗であること

って演繹的に説明する。 を理解する。

３ 相 似 な 立 体 の ・ 相似 な立体 の体積 の比 を ○相似な立体の性質 ○水の入っている部分を円 ○相似な立体の性質 ○相似な立体の相似比と体

性質の理由 使った問題 を具体的な場面に活 すいとみなして、抽象化（理 を使って、問題を解 積の比の間に成り立つ関係

用しようとする。 想化・単純化）する。 決 す る こ と が で き を活用すると、能率的に問

る。 題を解決できることを理解

する。

６章三平方の定理 ５ ○三平方の定理の証 ○三平方の定理を帰 ○三平方の定理の証明を読 ○三平方の定理を理

１節三平方の定理 明がいろ いろある 納的に 発見する。 み取ったり，表したりする 解する。

１ 三 平 方 の 定 理 ことに興味をもつ。 ○三平方の定理を演 ことができる。 ○三平方の定理の証

の発見 ・ 三平 方の 定理の 発見 とそ ○三平方の定理を使 繹的に 考察して証 ○三平方の定理を使って， 明にはいろいろある

２ 三 平 方 の 定 の性質 って，直角三角形の 明する。 直角三角形の辺の長さを求 ことを知る。

理とその証明 ・三平方の定理とその証明 辺の長さを進んで求 ○三平方の定理の逆 めることができる。 ○三平方の定理の逆

３ 直 角 三 角 形 ・ 直角 三角 形の辺 の長 さを めようとする。 を調べて，新たな性 ○三平方の定理を使って， を知る。

の辺の長さ 求めること 質を考察する。 √ nの長さの線分を作図す ○直角を作る方法の

４ 三 平 方 の 定 ・三平方の定理を使った長さ√ ○同一法を使って， ることができる。 １つとして，三平方

理と作図 2，√3…の作図 三平方の定理の逆を ○三平方の定理の逆を使っ の定理の逆が使える

５ 三 平 方 の 定 ・ 三平 方の 定理の 逆と その 考察して証明する。 て直角三角形かどうかを判 ことを知る。

理の逆 証明 断することができる。

２ 節 三 平 方 の ５ ・図形 の高 さや対 角線 の長 ○進んで三平方の定 ○図の中の直角に着 ○三平方の定理を使 ○三平方の定理を使うと，
定理の利用 さを求めること 理を使っ て，問題 目し，直角三角形を って，平面図 形の 平面図形のいろいろな部分

１ 線分の長さ ・三角形の面積の求め方 を解決しようとす 見出し，三 平方の いろいろな部分の長 の長さや面積を求めること

・ 座 標 平面 上での ２点 間の る。 定理を用いて，図形 さや面 積を求める ができることを知る。

２ 図形の面積 距 離の 求め 方／円 の 弦の ○いろいろな場面で の計量を考察する。 ことができる。 ○三角定規の３辺の比を理

３ 図形と距離 長 さと 中心 からの 距離 の求 利用される三平方の ○三平方の定理を使 解する。

め方 定理の有用性に関心 って，立体のいろい ○三平方の定理を使うと，

４ 空 間 に お け ・ 空間 にお ける２ 点間 の距 ろな部分の長さや面 立体のいろい ろな部分の

る２点間の距離 離 の求 め方 ／直方 体 の対 をもつ。 積，体積などを求め 長さや，表面積，体積を求

５ 角 す い ， 円 角 線・ 角す いと円 すい の体 めることができることを知

すいの体積 積の求め方 ることができる。 る。

★ 標本調査 ４
１節標本調査
１ 調査の仕方 ・ 全数 調査と 標本調 査の 違 ○標本調査や無作為に取り ○集団の一部分である標本 ○調査が全数調査と標本調 ○全数調査と標本調査の意

い ／ 母 集団、 標本の 意味 ／ 出すことの必要性と意味を を調べて、母集団の傾向を 査のどちらかであるか判断 味を理解する。
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標本の取り出し方 考えよう。 推定する。 できる。 ○無作為に取り出すことの

○身のまわりの調査が標本 ○乱数さい、乱数表、コン 意味を理解する。

調 査 か ど う か に 関 心 を も ピュータなどを使って、標 ○乱数さい、乱数表、コン

つ。 本 を 取 り 出 す こ と が で き ピュータなどを使って、標

る。 本を取り出す方法について

理解する。

２ 母 集 団 の 平 均 ・母集団の平均値の推定 ○母集団の平均値を推定す ○標本平均から母集団の平 ○標本平均を求めることが ○母集団の平均値を推定す

値の推定 るための標本の取り出し方 均値を推定する。 できる。 る方法について理解する。

を考えようとする。 ○標本の大きさが大きいほ ○標本平均から、母集団の

ど、標本平均が母集団の平 平均値を推定することがで

均値に近づくと考える。 きる。

３ 母 集 団 の 数 量 ・母集団の数量の推定 ○母集団の数量を推定する ○標本での割合が母集団で ○標本調査から比例式をつ ○母集団の数量を推定する

の推定 ために、どのような手順で の割合とみなして、母集団 くり、母集団の数量を推定 方法について理解する。

標本調査を行えばよいかに の数量を推定する。 することができる。

関心をもつ。

４ 標 本 調 査 の 利 ・ 標本 調査を 利用し て身 の ○標本調査によって、進ん ○標本平均から母集団の平 ○母集団の数量を推定する ○標本調査を活用すると、

用 ま わり の母集 団の数 量の 推 で母集団の傾向を推定しよ 均値を推定することによっ 手順に沿って、実験を行い、 能率的に問題を解決できる

定をすること。 うとする。 て、全体の数量を推定する。 母集団の数量を推定するこ ことを理解する。

○標本調査の調査方法やア ○アンケートを立案する際 とができる。

ンケートの内容について考 に、視聴時間をどのように ○アンケートを作成し、集

えようとする。 数量化するか考える。 めた資料を整理して、母集

団の傾向を推定することが

できる。


